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１．目的 

地域材利用の拡大のためには木材の良さや木材利用の意義を需要者に十分理解してもらうと同時に、ニ

ーズに合った新しい製品や新用途の開発が必要であり、住宅用途だけでなく公共施設や教育資材など幅広

い用途への拡大が必要である。 
  そのターゲットの一つとして、研究蓄積が少ない非住宅用中小構造部材、福祉用具等への地域材の新用

途開発を促す新しい技術開発を行う。地域材の循環利用を実現するには、住宅以外の多様な用途の開発に

加えて、原料面でも間伐材を含む多様な材の活用を図る必要があり、そのための部材供給をシステム化す

る技術開発を行う。得られた成果を実用化につなげるため、地域の試験研究機関や民間企業との連携を深

めて研究を実施する。    
 
２．全期間における研究成果の概要 

本研究では、短尺材や曲がり材の効率的加工に向けての知見が得られるとともに、非住宅用構造部材への

開発が行われ、実用化への道が開かれた。また、高耐久性屋外部材への応用が見込まれる高機能性材料が開

発された。さらに福祉用具等への応用のための基準などが示され、木材の良さを活かした用具の開発も行わ

れた。 
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５．評価結果の概要 
当初計画された研究計画に応じて研究は遂行され、所期の目標は達成されているといえる。今後は得られ

た成果を基に、さらに新用途開発の努力を期待する。 

 時代の要求は変化していくものであり、その後追いとならず、的確に情報発信していく活動を期待したい。

また、性能や耐久性に明確な数値目標を設定していく必要もあろう。他材料との競合もあり、デザイン性の

検討やマーケティング・リサーチなども今後必要になっていくものと思われる。 

 
６．評価において指摘された事項への対応 
 得られた成果を基に、実用化に向けてさらに製造条件・コストなどを検討していく。  
 


